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特別養護老人ホーム緑風苑 

指定介護老人福祉施設運営規程 

 

（事業の目的） 

第１条 社会福祉法人慈誠会が開設する特別養護老人ホーム緑風苑指定介護老人福祉施設(以下｢緑風苑施

設｣と言う｡)が行う指定介護老人福祉施設の適切な運営を確保する為に人員及び管理運営に関する事項

を定め、緑風苑施設の医師､生活相談員､介護職員､介護支援専門員、看護職員、栄養士及び機能訓練指導

員等が要介護状態にある高齢者(以下｢要介護者等｣と言う｡)に対し、適正な指定介護福祉施設サービスを

提供する事を目的とする 

（運営の方針） 

第２条 緑風苑施設は施設サービス計画に基づき､可能な限り、居宅における生活への復帰を念頭において、

入浴､排泄､食事等の介護､相談及び援助､社会生活上の便宜の供与､その他の日常生活上の世話､機能訓練､

健康管理及び療養上の世話を行うことにより､入所者がその有する能力に応じ自立した日常生活を営む

ことが出来るようにする事を目指すものとする。 

（従業者の職種､員数及び職務の内容） 

第３条 緑風苑施設に勤務する従業者の職種及び員数は次のとおりとし、第１号に掲げる管理者は、従業

員の管理及び業務の管理を一元的に行うとともに、他の従業者と協議の上利用者の施設サービス計画を

作成する。また、第２号から第 9 号に掲げる従業者は､施設サービスの提供を行い､第 10 号に掲げる従業

者は必要な事務を行う。 

1 管理者    １ 名 

2 医 師    １ 名 

3 生活相談員   １ 名以上 

4 看護職員 正・准看護師  ３ 名以上 

5 介護職員   １６名以上 

6 管理栄養士 栄養士  １ 名以上 

7 機能訓練指導員   １ 名以上 

8 介護支援専門員   １ 名以上 

9 調理員    委託 

10 事務職員   １ 名以上 

（指定介護福祉施設の利用定員） 

第４条 緑風苑施設の指定介護老人福祉施設の利用定員は､５４名とする。 

（指定介護福祉サービスの内容及び利用料その他の費用の額） 

第５条 緑風苑施設の行う指定介護福祉サービスの内容は次のとおりとする。 

1 施設サービス計画の作成 

2 入浴、排泄、食事等の介護 

3 機能訓練 

4 健康管理 

5 居室及び食事の提供 
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6 相談及び援助 

2 指定介護福祉施設の利用料の額は､厚生労働省の定める告示上の額とし､当該指定介護福祉施設サービ

スが法定代理受領サービスであるときはその１割の額とする。 

3 その他の費用の額は次のとおりとする 

１ 居住費（居室利用料・日額）多床室 

  被保険第１段階                       ０円 

  被保険第２段階                     ３７０円 

  被保険第３段階                     ３７０円 

  被保険第４段階                     ８４０円 

２ 食 費（食材料費及び調理費の合計・日額） 

  被保険第１段階         ３００円 

  被保険第２段階         ３９０円 

  被保険第３段階         ６５０円 

  被保険第４段階       １，５００円 

 ☆第１段階から第３段階までの利用者に関しては補足給付が支給されています。 

３ 理美容代 

  １回当り（カットのみ）       １，５００円 

４ 貴重品管理料・通信連絡費 （日額）       １００円 

５ 特別な食事代（酒含む） 

 希望に基づき特別の食事を提供した場合    要した費用の実費 

６ レクリエーション、クラブ参加の利用料 

 希望に基づき参加した場合     材料費の実費 

 

4 前項の費用の支払を受ける場合には､利用者またはその家族に対して事前に文書で説明した上で､支払

に同意する旨の文書に署名(記名押印)を受けるものとする。 

第 6 条 緑風苑施設は､利用者が指定介護福祉施設の提供を受ける際には、次の事項に留意するよう､利用

者またはその家族に対して説明するものとする。 

 1 施設内での喫煙は固く禁じます。喫煙する場合には職員に申し出て指定された場所で喫煙すること｡ 

 2 家庭上、経済上または苑内生活上等のことで相談されたい方は生活相談員に申し出ること。 

 3 外出､外泊する場合は、事前に生活相談員に申し出ること｡ 

 4 消灯は午後９時です｡他の方に迷惑にもなるので必ず守ること。 

（緊急時における対応方法） 

第 7 条 緑風苑施設の従業者は､指定介護福祉サービスの実施中に､利用者の病状に急変その他緊急事態が

生じた場合その他必要な場合は､速やかに主治医または別に定める協力医療機関に連絡する等の措置を

講じるとともに管理者に報告しなければならない。 

（非常災害対策） 

第 8 条 緑風苑施設は、非常災害に関する具体的計画を策定し､防火管理者を配置して､毎年定期的に避難

及び救出訓練を実施する。 

（苦情処理） 

第 9 条 緑風苑施設は､その提供した指定介護福祉施設サービスに関する利用者からの苦情に迅速かつ適
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切に対応する為に､苦情を受ける為の苦情受付窓口を設置する。 

 

 

（その他運営に関する重要事項） 

第１０条 緑風苑施設は､従業者の質的向上を図るための研修の機会を次のとおり設けるものとし､また､

業務体制を整備する｡ 

1 採用時研修  採用後３ヶ月以内 

2 継続研修  年２回以上 

2 緑風苑施設内は､利用者の使用する施設､食器その他の設備または飲用に供する水について、衛生管理に

努め､または衛生上必要な措置を講じる。 

3 緑風苑施設は､感染症が発生し､または蔓延しないよう必要な措置を講じる。 

4 従業者は業務上知り得た利用者またはその家族の秘密を保持させる為､従業者でなくなった後において

もこれらの秘密を保持するべき旨を､従業者との雇用契約の内容とする。 

5 この規程に定める事項のほか､運営に関する重要事項は社会福祉法人慈誠会と緑風苑施設の管理者との

協議に基づいて定めるものとする。 

（身体拘束） 

第１１条 事業者及びサービス従事者は、契約者の身体拘束は行わない。ただし、契約者の心身の状況等

により当該契約者又は他の利用者の生命及び身体を保護する為、緊急やむを得ない場合、契約者、又は、

その家族の同意のもとで身体拘束その他の行為の行動の制限を行うことがあります。 

 

 

附 則 

この規程は、平成１２年４月１日から施行する。 

この規程は、平成１７年１０月１日から施行する。 

この規程は、平成２０年１０月１日から施行する。 

この規定は、平成２１年４月１日から施行する。 

この規定は、平成２３年４月１日から施行する。 

この規定は、平成２４年６月１日から施行する。 

この規定は、平成２７年４月１日から施行する。 

この規定は、平成３０年７月１日から施行する。 


